
 18 

李
白
と
科
挙 

 
 
 
 

高
津 

孝  

  

本
論
考
は
、
李
白
と
科
挙
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
共
感
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
を

加
え
る
も
の
で
あ
る
。
李
白
は
中
国
を
代
表
す
る
著
名
な
詩
人
で
あ
る
が
、
そ
の
生
涯

に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
解

決
さ
れ
ざ
る
点
は
な
お
数
多
い
。
本
論
考
は
、
李
白
の
心
理
的
側
面
に
つ
い
て
探
究
す

る
も
の
で
あ
る
。
社
会
的
存
在
と
し
て
の
区
分
「
士
」
は
、
社
会
的
に
も
心
理
的
に
も

曖
昧
さ
を
含
む
概
念
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
論
考
は
、
事
実
の
確
定
が
困
難
な

事
柄
に
対
し
、
不
確
定
な
事
実
に
基
づ
い
て
、
あ
る
程
度
の
議
論
を
進
め
ね
ば
な
ら

ず
、
蓋
然
的
の
高
い
議
論
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ
ち
、
本
論
考
は
、
問
題
の

存
在
と
そ
れ
を
検
討
す
る
こ
と
の
限
界
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。 

 

一 

李
白
と
科
挙
と
い
う
問
題 

 

李
白
と
科
挙
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
古
く
か
ら
議
論
さ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。

こ
れ
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
李
白
の
一
族
が
商
業
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い

た
と
い
う
事
実
と
深
く
関
係
し
て
い
る
。
現
在
の
一
般
的
理
解
と
し
て
は
、
例
え
ば
、

金
文
京
『
李
白 

漂
泊
の
詩
人 

そ
の
夢
と
現
実
』
第
Ⅱ
部
第
一
章
・
四
川
時
代
「
李

白
と
科
挙
ー
商
人
の
官
界
進
出
」
１

に
よ
れ
ば
、
「
李
白
は
科
挙
を
受
け
た
こ
と
は
な
か

っ
た
し
、
ま
た
受
け
よ
う
と
し
た
形
跡
も
ま
っ
た
く
な
い
」
と
い
う
事
実
の
指
摘
を
行

い
、
そ
こ
か
ら
、
「
（
根
本
的
な
原
因
は
）
李
白
に
は
科
挙
を
受
け
る
資
格
が
な
か
っ

た
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
推
測
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
な
る
事
実
と
し
て

は
、
唐
代
の
商
人
身
分
に
つ
い
て
の
次
の
よ
う
な
資
料
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

１ 

金
文
京
『
李
白 

漂
泊
の
詩
人 

そ
の
夢
と
現
実
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
） 

２ 

傅
璇
琮
『
唐
代
科
举
与
文
学
』（
陝
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
年
一
〇
月
）
第
八
章
・
進
士

 

『
大
唐
六
典
』
巻
二
・
尚
書
吏
部
「
凡
官
人
身
及
同
居
大
功
已
以
上
親
、
自
執
工
商
、

家
專
其
業
、
皆
不
得
入
仕
」
（
す
べ
て
の
官
人
は
、
本
人
自
身
お
よ
び
同
居
す
る
大
功

以
上
の
親
族
が
、
み
ず
か
ら
商
工
業
に
携
わ
っ
た
り
、
家
業
と
し
て
商
工
業
を
行
う
も

の
は
、
す
べ
て
仕
官
で
き
な
い
。
） 

『
大
唐
六
典
』
巻
三
「
工
商
之
家
不
得
預
於
士
」
（
商
工
業
を
家
業
と
す
る
も
の
は
、

官
僚
お
よ
び
そ
の
予
備
軍
「
士
」
と
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
） 

 

『
大
唐
六
典
』
は
、
『
周
礼
』
の
六
官
の
制
に
な
ら
い
，
唐
の
官
職
設
置
の
体
系
を
明

示
し
た
書
物
で
、
開
元
二
六
年
（
七
三
八)

に
完
成
し
た
。
当
時
の
行
政
法
規
を
引
用
し

て
お
り
、
玄
宗
朝
の
「
士
」
や
科
挙
に
関
す
る
法
令
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
記
の

資
料
は
、
唐
代
で
は
「
入
仕
」
（
官
職
に
つ
く
）
す
る
こ
と
で
「
士
」
（
官
僚
お
よ
び

そ
の
予
備
軍
）
と
い
う
身
分
に
な
る
が
、
商
工
業
者
は
「
士
」
に
な
れ
な
い
事
を
明
示

す
る
。
こ
の
他
、
『
唐
律
疏
義
』
巻
二
五
・
詐
偽
律
九
に
も
、
「
又
依
選
挙
令
。
官
人

身
及
同
居
大
功
以
上
親
。
自
執
工
商
。
家
專
其
業
者
。
不
得
仕
」
と
あ
り
、
『
新
唐
書
』

選
挙
志
・
下
に
も
「
刑
家
之
子
、
工
賈
異
類
及
假
名
承
偽
、
隱
冒
升
降
者
有
罰
」
と
い

う
記
載
が
あ
り
、
工
商
に
携
わ
る
者
は
官
職
か
ら
排
除
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
『
唐

律
疏
義
』
は
、
唐
の
高
宗
・
永
徽
三
年
（
六
五
二
）
に
編
纂
さ
れ
た
唐
律
（
唐
代
の
刑

法
典
）
注
釈
書
で
、
永
徽
四
年
（
六
五
三
）
に
頒
布
さ
れ
た
後
、
開
元
二
五
年
（
七
三

七
）
の
改
訂
を
経
て
宋
代
に
編
集
さ
れ
た
法
典
で
、
唐
代
の
法
令
の
骨
格
を
示
す
も
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
の
法
律
的
規
定
を
勘
案
す
る
と
、
商
業
の
民
で
あ
っ
た
、

あ
る
い
は
一
族
が
商
業
の
民
で
あ
っ
た
李
白
に
は
そ
も
そ
も
科
挙
の
受
験
資
格
が
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
法
令
が
唐
代
を
通
じ
て
厳
格
に
施
行
さ
れ

た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
例
が
唐
末
に
な
る
と
出
現
し
て
い
る
２

。 

 

こ
の
よ
う
な
「
李
白
と
科
挙
」
の
問
題
化
に
つ
い
て
、
研
究
史
的
展
望
を
行
っ
た
論

出
身
与
地
区
・
二
・（
二
）
出
身
于
工
商
市
井
之
家
に
、
陳
会
（
開
成
末
・
会
昌
初
進
士
、
酒

家
）、
畢
諴
（
八
〇
二―

八
六
四
）（
大
和
中
進
士
、
塩
商
の
子
）、
常
修
（
咸
通
六
年
進
士
、
塩
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文
と
し
て
下
定
雅
弘
「
李
白
の
詩
を
ど
う
読
む
か 

ー
科
挙
を
受
験
で
き
な
か
っ
た
詩

人
の
傲
慢
と
悲
哀
ー
」
３

が
あ
る
。
下
定
論
文
に
よ
れ
ば
、
「
李
白
は
な
ぜ
科
挙
を
受
験

し
な
か
っ
た
の
か
」
と
い
う
問
い
を
問
題
化
し
提
起
し
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
東
洋
学

者
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
イ
リ
ー
で
あ
る
。
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
イ
リ
ー
『
李
白
』４
に
よ
れ
ば
、

同
時
代
の
著
名
な
詩
人
と
比
べ
、
受
験
も
せ
ず
、
正
規
の
官
に
就
か
な
か
っ
た
の
は
李

白
だ
け
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
、
特
異
な
人
物
で
あ
る
こ
と
、
科
挙
に
お
け
る
進
士

の
試
験
は
詩
歌
、
儒
家
の
経
典
、
政
治
論
を
受
験
科
目
と
す
る
も
の
で
、
李
白
自
身
、

合
格
の
見
込
み
は
低
い
と
見
て
い
た
点
、
お
よ
び
、
推
薦
人
や
保
証
人
を
確
保
で
き
な

か
っ
た
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
ウ
ェ
イ
リ
ー
以
前
の
伝
統
的
見
解
と
し
て
は
、
王
瑤
『
李

白
』
（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
五
四
年
）
の
「
受
験
は
眼
中
に
な
か
っ
た
」
説
、
林

庚
『
詩
人
李
白
』
（
上
海
古
典
文
学
出
版
社
、
一
九
五
六
年
）
の
「
官
途
に
恋
々
と
し

な
い
」
説
、
王
運
熙
『
李
白
研
究
』
（
作
家
出
版
社
、
一
九
六
二
年
）
の
「
理
想
は
布

衣
か
ら
一
挙
に
卿
相
に
な
る
こ
と
」
説
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
基
本
的
に

科
挙
問
題
を
重
要
視
し
て
い
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
新
説
が
現
れ
る
。

筧
久
美
子
「
郭
沫
若
「
李
白
与
杜
甫
」
書
評
」
５

で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
見
解
は
、
小
川

環
樹
編
『
唐
代
の
詩
人
ー
そ
の
伝
記
』
６

の
小
川
環
樹
「
序
説
」
、
筧
久
美
子
「
李
白
伝
」

に
も
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
李
白
に
受
験
資
格
が
な
か
っ
た
事
を
指
摘
し
、
そ
の
根

拠
に
、
①
祖
先
が
罪
人
と
し
て
流
謫
さ
れ
て
お
り
、
同
時
代
資
料
（
李
陽
冰
「
草
堂
集

序
」
な
ど
）
に
こ
う
し
た
記
載
が
あ
る
こ
と
、
②
家
業
が
商
業
で
あ
っ
た
こ
と
、
の
二

点
を
挙
げ
る
。
こ
の
新
説
に
対
し
て
、
下
定
論
文
は
、
李
白
解
釈
に
大
き
な
変
化
の
生

じ
た
点
を
指
摘
し
、
高
く
評
価
す
る
。
小
川
環
樹
は
、
科
挙
受
験
資
格
無
し
と
い
う
点

か
ら
、
李
白
の
深
い
劣
等
感
の
存
在
を
論
じ
、
一
方
、
孟
浩
然
、
杜
甫
の
劣
等
感
、
挫

 

商
の
子
）、
顧
雲
（
咸
通
一
五
年
進
士
、
塩
商
の
子
）
を
挙
げ
て
い
る
。
畢
諴
は
懿
宗
朝
で
宰
相

に
な
っ
て
い
る
。 

３ 

下
定
雅
弘
「
李
白
の
詩
を
ど
う
読
む
か 

ー
科
挙
を
受
験
で
き
な
か
っ
た
詩
人
の
傲
慢
と
悲

哀
ー
」
（Novitas,

一
九
九
三
年
三
月
、
帝
塚
山
学
院
大
学
国
際
文
化
学
会
） 

４ 

ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
イ
リ
ー
『
李
白
』
（
岩
波
新
書
、
一
九
七
三
年
、
小
川
環
樹
、
栗
山
稔

訳
。
原
著
一
九
五
〇
年
） 

折
感
よ
り
も
い
っ
そ
う
そ
の
悩
み
は
深
か
っ
た
点
を
指
摘
す
る
。
こ
う
し
た
指
摘
は
、

吉
川
幸
次
郎
に
よ
る
「
情
熱
の
詩
人
」
「
剛
毅
な
人
間
の
代
表
」
と
し
て
の
李
白
観
に

よ
る
、
李
白
の
寂
寥
を
一
般
的
な
「
推
移
の
悲
哀
」
と
す
る
解
釈
、
す
な
わ
ち
、
武
部

利
男
も
吉
川
と
同
様
で
、
李
白
「
月
下
独
酌
」
に
寂
し
さ
切
な
さ
を
読
ま
な
い
解
釈
に

大
き
な
変
更
を
迫
る
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
下
定
論
文
は
、
李
白
を
剛
毅
で

自
由
奔
放
と
す
る
既
存
の
解
釈
か
ら
は
、
李
白
の
「
愁
」
は
重
み
を
持
た
な
い
も
の
と

な
る
が
、
李
白
に
出
自
に
ま
つ
わ
る
問
題
が
存
在
し
た
と
す
る
理
解
に
立
つ
と
、
李
白

詩
に
対
す
る
読
み
は
陰
翳
を
帯
び
、変
化
と
奥
行
き
に
富
む
こ
と
に
な
る
点
を
指
摘
し
、

「
李
白
を
情
熱
の
詩
人
・
幻
想
詩
人
と
見
、
李
白
の
詩
を
自
由
奔
放
・
剛
毅
・
華
麗
・

幻
想
性
と
い
っ
た
面
か
ら
の
み
読
む
こ
と
は
、
も
は
や
過
去
と
な
っ
た
」
と
す
る
。 

 

著
者
は
、
こ
の
よ
う
な
李
白
理
解
が
一
般
的
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
最
近
、
そ

れ
を
否
定
す
る
李
白
研
究
書
が
出
版
さ
れ
た
。
乾
源
俊
『
生
成
す
る
李
白
像
』７
で
あ
る
。

本
書
で
は
、
第
七
章
「
李
白
登
科
考
」
８

で
、
李
白
科
挙
合
格
説
が
提
起
さ
れ
る
。
乾
論

文
で
は
、
李
白
が
科
挙
を
受
験
し
な
か
っ
た
説
「
不
応
試
説
」
を
三
つ
に
分
類
す
る
。

第
一
は
、
小
川
説
の
範
囲
内
に
あ
る
も
の
で
、
ウ
ェ
イ
リ
ー
、
小
川
環
樹
、
松
浦
友
久
、

閻
琦
、
傅
紹
良
、
喬
長
阜
が
代
表
的
提
唱
者
で
あ
る
。
第
二
は
、
「
終
南
捷
径
」
説
で
、

進
士
で
な
く
と
も
玄
宗
に
招
か
れ
る
と
す
る
説
で
あ
る
。詹
鍈
が
主
張
す
る
。第
三
は
、

「
終
南
捷
径
」
説
を
敷
衍
し
た
も
の
で
、
「
天
子
直
接
の
徴
召
」
説
で
、
熊
篤
が
提
起

す
る
。
熊
篤
説
は
、
熊
篤
「
李
白
為
何
不
赴
科
挙
考
論
」
９

で
提
起
さ
れ
た
も
の
で
、
唐

代
の
科
挙
は
三
種
あ
り
、
①
が
常
選
で
、
進
士
、
明
経
等
、
②
が
制
科
で
、
皇
帝
が
臨

時
に
設
定
し
た
も
の
、
③
が
上
書
拝
官
で
、
著
書
を
天
子
に
献
上
し
て
官
職
を
拝
領
す

る
も
の
、
と
分
類
し
、
こ
れ
以
外
の
任
官
と
し
て
「
終
南
捷
径
」
が
あ
り
、
天
子
の
直

５ 

筧
久
美
子
「
郭
沫
若
「
李
白
与
杜
甫
」
書
評
」
（
中
国
文
学
報
・
二
三
、
一
九
七
二
年
） 

６ 

小
川
環
樹
編
『
唐
代
の
詩
人
ー
そ
の
伝
記
』
（
大
修
館
書
店
、
一
九
七
五
年
） 

７ 

乾
源
俊
『
生
成
す
る
李
白
像
』
（
研
文
出
版
、
二
〇
二
〇
年
） 

８ 

初
出
『
文
芸
論
叢
』
（
大
谷
大
学
文
芸
学
会
）
六
二
号
、
二
〇
〇
四
年 

９ 

熊
篤
「
李
白
為
何
不
赴
科
挙
考
論
」
（
『
唐
代
文
学
研
究
年
鑑
』
一
九
九
七
年
、
初
出
『
重

慶
師
範
学
院
学
報
』
一
九
九
六
年
第
一
期
） 
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接
徴
集
、
特
別
任
用
に
よ
る
も
の
と
定
義
す
る
。
こ
の
「
終
南
捷
径
」
は
、
す
で
に
四

二
歳
で
あ
っ
た
李
白
に
と
っ
て
科
挙
よ
り
魅
力
的
で
あ
り
、
か
つ
、
家
柄
、
戸
籍
を
詮

索
さ
れ
な
い
と
い
う
利
点
が
あ
っ
た
と
す
る
。 

乾
源
俊
説
は
、
「
実
質
的
に
熊
篤
の
所
説
に
近
い
」
と
す
る
李
白
科
挙
合
格
説
で
あ

る
。
乾
に
よ
れ
ば
、
「
天
子
直
接
の
徴
召
」
は
「
制
科
の
一
科
目
」
で
、
「
科
挙
制
度

の
一
環
を
な
す
も
の
」
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
天
宝
元
年
に
「
高
道
」
と
い
う
制
科
が

あ
っ
た
と
し
、
李
白
は
「
高
道
」
科
で
合
格
し
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
『
唐
会
要
』
巻
七
六
・
制
科
挙
や
『
雲
麓
漫
鈔
』
巻
六
・
制
科
一
覧
に
は
、
天
宝

元
年
「
高
道
」
科
は
見
え
て
い
な
い
。
ま
た
乾
説
で
は
、
天
宝
元
年
「
高
道
」
科
の
存

在
し
た
根
拠
に
岑
参
の
詩
題
「
宿
闗
西
客
舍
寄
東
山
嚴
許
二
山
人
時
天
寳
初
七
月
三
日

在
内
學
見
有
髙
道
舉
徴
」
１
０

を
挙
げ
る
が
、
清
・
徐
松
『
登
科
記
考
』
巻
九
は
こ
れ
を

道
挙
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
説
は
十
分
な
根
拠
が
あ
る
と
は
み
な
し
難
い
。 

ま
た
、
李
白
は
、
天
宝
元
年
（
七
四
二
）
秋
に
翰
林
待
詔
と
な
り
、
天
宝
三
年
（
七

四
四
）
春
に
朝
廷
か
ら
追
放
（
理
由
は
諸
説
あ
り
不
明
）
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
翰

林
待
詔
」
と
は
、
皇
帝
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
秘
書
で
あ
り
、
臨
時
の
呼
び
出
し
に
応
じ

て
皇
帝
に
奉
仕
す
る
役
職
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
。
科
挙
や
制
科
の
合
格
者
が
、
朝
廷

で
政
治
に
関
与
し
た
り
、
地
方
官
と
な
っ
て
地
方
政
治
に
関
与
し
た
り
す
る
も
の
と
は

大
き
く
異
な
る
。
『
旧
唐
書
』
職
官
二
・
翰
林
院
に
は
、
「
其
待
詔
者
，
有
詞
學
、
經

術
、
合
鍊
、
僧
道
、
卜
祝
、
術
藝
、
書
奕
，
各
別
院
以
廩
之
，
日
晚
而
退
。
其
所
重
者

詞
學
。
」
と
あ
り
、
詩
人
と
し
て
の
能
力
が
発
揮
さ
れ
る
「
詞
學
」
が
特
に
重
ん
ぜ
ら

れ
た
と
は
い
う
が
、
そ
れ
は
政
治
の
表
舞
台
に
立
つ
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
魏
顥

「
李
翰
林
集
序
」
１
１

（
七
六
一
年
以
降
の
作
）
に
は
「
年
五
十
余
、
尚
無
禄
位
」
と
あ

 

１
０ 

唐
・
岑
參
撰
、
廖
立
箋
注
『
岑
嘉
州
詩
箋
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
、
中
國
古
典
文

學
基
本
叢
書
）
巻
三
。
廖
立
は
、「
天
寳
初
」
は
宋
本
に
な
い
こ
と
、
題
名
は
『
文
苑
英
華
』
に

依
っ
た
こ
と
、『
文
苑
英
華
』
で
は
「
内
」
字
を
欠
く
こ
と
、
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、「
髙
道
舉

徴
」
は
天
宝
元
年
の
道
挙
を
い
う
と
す
る
。 

り
、
同
時
代
人
の
証
言
と
し
て
、
五
十
数
歳
の
時
点
で
こ
れ
ま
で
「
禄
位
」
（
俸
給
と

官
位
）
を
有
し
た
こ
と
は
な
く
、
正
式
の
官
位
に
就
い
た
こ
と
は
な
い
と
す
る
。
し
た

が
っ
て
、
李
白
は
科
挙
を
受
け
て
「
士
」
に
な
っ
て
は
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
李
白
は
科
挙
シ
ス
テ
ム
、
士
人
シ
ス
テ
ム
の
外
に
い
た
と
考
え
ざ
る

を
え
ず
、
無
理
に
科
挙
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
む
必
要
は
な
い
。 

 

二 

道
挙 

道
挙
と
は
、科
挙
の
一
形
態
で
あ
り
、道
教
文
献
を
試
験
科
目
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

藤
善
真
澄
「
官
吏
登
用
に
お
け
る
道
挙
と
そ
の
意
義
」
１
２

に
よ
れ
ば
、
玄
宗
朝
の
開
元

二
九
年
（
七
四
一
）
正
月
、
洛
陽
、
長
安
に
崇
玄
学
を
置
き
、
博
士
、
助
教
各
一
人
を

配
置
し
た
。
天
宝
二
年
（
七
四
三
）
、
崇
玄
学
を
崇
玄
館
に
昇
格
さ
せ
、
学
生
を
両
京

（
長
安
、
洛
陽
）
で
二
百
名
と
し
た
。
学
生
の
資
格
は
国
子
学
に
等
し
く
、
官
品
高
き

も
の
の
子
弟
に
限
定
し
た
。
学
生
は
礼
部
に
推
薦
さ
れ
、
基
本
的
に
は
道
挙
を
受
験
し

た
。
郷
貢
（
地
方
政
府
推
薦
の
受
験
生
）
も
存
在
し
た
ら
し
い
。
崇
玄
館
の
設
置
が
道

挙
の
実
施
の
前
提
で
あ
り
、
教
育
施
設
で
道
教
思
想
、
教
理
を
教
育
後
、
優
秀
な
も
の

に
道
挙
の
受
験
資
格
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
道
挙
の
合
格
者
は
、
道
教
関

係
の
官
職
に
着
く
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
実
際
は
普
通
の
地
方
官
に
任
じ
ら
れ

て
お
り
、
一
般
の
進
士
と
同
じ
で
あ
る
。 

『
中
国
考
試
通
史
』
１
３

第
一
巻
（
先
秦
至
隋
唐
五
代
）
第
一
四
章
に
よ
れ
ば
、
開
元

二
九
年
（
七
四
一
）
の
最
初
の
道
挙
は
慣
例
を
破
っ
た
点
が
二
点
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘

す
る
。
す
な
わ
ち
、
春
で
は
な
く
秋
に
行
わ
れ
た
こ
と
、
皇
帝
自
ら
行
う
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
（
宋
代
以
降
の
殿
試
と
同
じ
）
、
で
あ
る
。
こ
の
時
の
合
格
者
に
は
、
姚
子
彥
、

１
１ 

『
李
太
白
全
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年/

一
九
九
〇
年
）
巻
三
十
一
。 

１
２ 

藤
善
真
澄
「
官
吏
登
用
に
お
け
る
道
挙
と
そ
の
意
義
」
（
史
林
五
一
ー
六
、
一
九
六
八
年
）
。 

１
３ 

楊
学
為
総
主
編
『
中
国
考
試
通
史
』
全
五
巻
（
首
都
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
。 
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元
載
、
靳
能
、
宋
少
貞
、
馮
子
華
等
が
い
た
１
４

。
ま
た
、
『
唐
闕
史
』
卷
下
・
太
清
宮

玉
石
像
に
「
明
皇
朝
，
崇
尚
玄
元
聖
主
之
教
，
故
以
道
舉
入
仕
者
歲
歲
有
之
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
毎
年
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。 

李
白
「
送
于
十
八
應
四
子
舉
落
第
還
嵩
山
」
詩
は
、
李
白
の
詩
中
で
、
科
挙
に
言
及

す
る
詩
歌
の
一
つ
で
、
天
宝
三
年
（
七
四
四
）
春
の
作
と
推
定
さ
れ
て
い
る
１
５

。
李
白

は
、
天
宝
元
年
（
七
四
二
）
秋
に
翰
林
待
詔
に
任
ぜ
ら
れ
、
天
宝
三
年
（
七
四
四
）
春

に
朝
廷
か
ら
追
放
（
理
由
は
諸
説
あ
り
不
明
）
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
作
品
は
彼
が
朝
廷

を
追
わ
れ
る
直
前
の
作
品
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

送
于
十
八
應
四
子
舉
落
第
還
嵩
山 

于
十
八
の
四
子
舉
に
應
ず
る
も
落
第
し
て
嵩

山
に
還
る
を
送
る
（
于
某
（
排
行
が
十
八
）
ど
の
が
、
道
挙
（
受
験
科
目
が
四
子
（
『
老

子
』
『
荘
子
』
『
文
子
』
『
列
子
』
）
）
を
受
験
し
落
第
し
て
嵩
山
に
帰
る
の
を
見
送

る
。
） 

吾
祖
吹
槖
籥
、
吾
が
祖  

橐
鑰
を
吹
き
， 

天
人
信
森
羅
。
天
人  

信
（
ま
こ
と
）
に
森
羅 

。 

歸
根
復
太
素
、
根
に
歸
し  

太
素
に
復
し
， 

羣
動
熙
元
和
。
群
動  

元
和
を
熙
（
や
は
）
ら
ぐ 

。 

炎
炎
四
真
人
、
炎
炎
た
る
四
真
人 

， 

摛
辯
若
濤
波
。
摛
辯  

濤
波
の
若
し
。 

交
流
無
時
寂
、
交
流 

時
と
し
て
寂
な
る
は
無
く
， 

楊
墨
日
成
科
。
楊
墨  

日
に
科
を
成
す
。 

夫
子
聞
洛
誦
、
夫
子 

洛
誦
に
聞
く
、 

誇
才
才
故
多
。
才
を
誇
る 

才
固
（
も
と
）
多
し
。 

為
金
好
踊
躍
、
金
と
為
っ
て  

好
ん
で
踴
躍
， 

 

１
４ 

清
・
徐
松
『
登
科
記
考
』
巻
八
（
中
華
書
局
、
一
九
八
四
年
）
。 

１
５

詹
鍈
『
李
白
全
集
校
注
彙
釈
集
評
』
（
百
花
文
藝
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
巻
一
五
。 

久
客
方
蹉
跎
。
久
客  

方
（
ま
さ
）
に
蹉
跎 

た
り
。 

道
可
束
賣
之
、
道
は
束
（
つ
か
）
ね
て
之
を
賣
る
べ
く
， 

五
寶
溢
山
河
。
五
寶  

山
河
に
溢
（
あ
ふ
）
る
。 

勸
君
還
嵩
丘
、
君
に
勸
む 

嵩
丘
に
還
り
， 

開
酌
眄
庭
柯
。
開
酌 

庭
柯
を
盼
（
か
へ
り
）
み
よ 

。 

三
花
如
未
落
、
三
花  

如
（
も
し
）
未
だ
落
ち
ざ
ら
ば
， 

乗
興
一
來
過
。
興
に
乘
じ
て 

一
た
び
來
り
過
ぎ
ら
ん
。 

（
わ
が
祖
先
の
老
子
の
教
え
は
は
、
ふ
い
ご
を
吹
く
よ
う
に
天
下
に
広
ま
り
、
道
を
体

得
し
た
人
は
数
多
い
。
（
道
教
の
教
え
で
は
）
本
性
に
立
ち
帰
り
、
本
質
の
原
初
を
回

復
す
る
な
ら
ば
、
万
物
の
陰
陽
和
合
を
調
和
さ
せ
ら
れ
る
。
莊
子
（
南
華
真
人
）
，
文

子
（
通
玄
真
人
）
，
列
子
（
沖
虛
真
人
）
，
庚
桑
子
（
洞
虛
真
人
）
の
優
れ
た
四
真
人

の
思
想
は
、
波
濤
の
よ
う
に
天
下
に
広
が
っ
た
。
そ
の
思
想
は
、
河
水
が
合
流
し
つ
つ

巨
大
な
流
れ
に
な
る
よ
う
に
止
む
こ
と
な
く
展
開
し
、
四
子
の
書
は
今
日
、
道
教
の
科

挙
の
試
験
科
目
と
な
っ
た
。
于
十
八
ど
の
は
、
道
教
の
教
え
を
、
暗
唱
し
身
に
つ
け
、

そ
の
才
能
を
自
負
し
、
そ
の
才
能
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
今
、
天
地
の
定
め
に
逆
ら
っ

て
名
剣
に
な
ろ
う
と
し
た
金
属
の
塊
の
よ
う
に
、
道
教
の
科
挙
に
合
格
し
て
出
世
す
る

こ
と
を
願
い
、
長
安
の
都
に
勇
ん
で
や
っ
て
来
た
が
、
長
期
間
、
旅
人
と
し
て
長
安
に

滞
在
し
て
も
、
合
格
は
叶
わ
ず
落
第
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
道
教
の
真
理
は
、
束
ね
て

売
る
ほ
ど
ど
こ
に
で
も
存
在
す
る
。
道
徳
の
基
本
で
あ
る
五
つ
の
宝
も
山
河
に
溢
れ
て

い
る
。
君
に
勧
め
る
、
嵩
山
に
帰
ら
れ
、
酒
を
飲
み
な
が
ら
庭
の
木
々
の
枝
振
り
を
見

る
よ
う
に
。
も
し
、
嵩
山
の
、
年
に
三
回
花
開
く
と
い
う
三
花
樹
が
ま
だ
花
を
散
ら
し

て
い
な
い
な
ら
ば
、
私
は
興
に
乗
じ
て
あ
な
た
の
と
こ
ろ
を
訪
ね
て
い
こ
う
。
） 

 

著
者
は
、
唐
代
の
科
挙
落
第
を
扱
っ
た
詩
歌
を
慰
め
の
言
語
行
為
と
い
う
観
点
か
ら

分
析
し
た
が
１
６

、
慰
め
の
言
語
行
為
は
次
の
五
つ
の
分
類
が
可
能
で
あ
る
。
（
一
）
共

１
６

高
津
孝
「
唐
代
の
下
第
詩
ー
他
者
へ
の
慰
め
と
い
う
観
点
か
ら
ー 

」（ 

九
州
中
国
学
会
報
・

五
九 

、
二
〇
二
一
年
五
月
）、
高
津
孝
「
唐
代
の
下
第
詩
ー
自
己
慰
撫
と
い
う
觀
點
か
ら
ー
」
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感
（
二
）
視
点
提
示
（
三
）
忠
告
（
四
）
激
励
（
五
）
援
助
、
で
あ
る
。
こ
れ
を
上
記

の
李
白
詩
に
当
て
は
め
る
と
、
道
挙
の
落
第
に
対
し
て
、
李
白
は
四
つ
の
慰
め
の
言
語

行
為
を
行
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

（
一
）
共
感
：
詩
全
体
。 

（
二
）
視
点
提
示
：
道
教
の
真
理
は
、
ど
こ
に
で
も
存
在
す
る
。 

（
三
）
忠
告
：
運
命
に
従
え
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
。 

（
五
）
援
助
：
私
の
と
こ
ろ
を
訪
ね
て
き
て
く
れ
。 

 

唐
王
朝
は
、
李
姓
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
教
教
団
は
唐
王
朝
を
老
子
（
李
耳
）
の
子

孫
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
李
白
は
李
姓
で
あ
る
こ
と
で
自
ら
を
老
子
の

子
孫
と
す
る
こ
と
か
ら
詩
を
始
め
る
。
し
か
し
、
李
白
が
科
挙
合
格
者
の
立
場
か
ら
こ

の
詩
を
創
作
し
て
い
る
よ
う
に
は
内
容
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
科
挙
に
基

づ
く
立
身
出
世
を
離
れ
た
境
地
を
推
奨
し
て
お
り
、
彼
の
存
在
自
体
が
科
挙
と
は
別
の

人
生
を
示
す
も
の
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。 

 

三 

士
と
は
何
か 

 

上
述
の
よ
う
に
、
唐
代
末
期
に
な
る
と
、
商
人
で
あ
っ
て
も
科
挙
に
合
格
す
る
も
の

が
出
現
し
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
、
科
挙
受
験
資
格
に
お
け
る
商
人
の
排
除
規
定
は
空

文
化
な
い
し
は
弱
化
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
で
は
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
ど
の
よ
う

な
社
会
的
背
景
を
有
す
る
の
か
。
呉
宗
国
１
７

に
よ
れ
ば
、
唐
代
後
期
、
工
業
商
業
活
動

の
範
囲
が
拡
大
し
、
政
府
が
設
置
し
た
「
市
」
内
に
収
ま
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
き

た
こ
と
、
か
つ
、
経
営
者
の
中
に
は
、
多
く
の
元
来
農
民
で
あ
っ
た
も
の
が
存
在
し
、

「
市
籍
」
を
有
す
る
工
人
・
商
人
の
み
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
地
方
経
済
の

発
展
に
従
っ
て
、
多
く
の
「
草
市
」
が
出
現
し
、
一
部
は
固
定
化
し
た
集
鎮
へ
と
発
展

し
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
交
通
の
発
達
に
よ
っ
て
駅
亭
付
近
に
農
民
経
営
の
店
舗
が
出
現

 

（ 

日
本
宋
代
文
學
學
會
報
・
八
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
） 

１
７ 

呉
宗
国
『
唐
代
科
挙
制
度
研
究
』（
遼
寧
大
学
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
第
十
三
章
・
唐
後

期
応
挙
及
第
範
囲
的
拡
大
・
第
一
節
・
階
層
的
拡
大
。 

し
た
こ
と
、
交
易
や
手
工
業
に
従
事
す
る
農
民
も
多
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
経
済
の

発
展
と
社
会
の
分
業
化
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
農
民
が
農
業
か
ら
分
離
な
い
し
は
半
分
離

し
、
工
業
商
業
活
動
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
加
え
て
、
多
く

の
官
僚
が
商
業
に
従
事
し
、
士
農
工
商
を
厳
格
に
区
分
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た

こ
と
を
言
う
。
す
な
わ
ち
、
唐
代
後
半
期
に
は
士
農
工
商
を
前
提
と
す
る
「
士
」
の
境

界
線
が
曖
昧
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
呉
宗
国
１
８

に
よ
れ
ば
、
唐
代
後
半
期
に
は
、「
士
族
」
の
含
意
に
大
き
な
変

化
が
生
じ
た
と
い
う
。
以
下
、
呉
宗
国
の
見
解
を
纏
め
る
と
、
唐
王
朝
は
建
国
後
、
隋

朝
の
制
度
を
継
承
し
、
王
朝
官
僚
に
様
々
な
特
権
を
付
与
す
る
制
度
を
定
め
た
。
中
で

も
五
品
が
重
要
な
境
界
線
と
な
っ
て
お
り
、
三
品
以
上
の
「
親
貴
」、
五
品
以
上
の
「
通

貴
」
に
は
「
門
蔭
」（
父
祖
等
の
功
績
・
官
職
に
よ
っ
て
、
官
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
る

制
度
）、
同
居
す
る
一
族
へ
の
免
税
特
権
が
与
え
ら
れ
た
。
六
品
以
上
は
本
人
へ
の
免
税

特
権
の
み
で
あ
る
。こ
う
し
た
政
治
的
経
済
的
特
権
は
、現
任
官
職
と
関
連
し
て
お
り
、

三
代
以
上
の
祖
先
の
官
職
・
門
地
と
は
無
関
係
で
あ
っ
た
。
唐
代
初
期
は
な
お
門
閥
意

識
と
制
度
が
強
い
影
響
力
を
有
し
た
が
、
高
宗
朝
に
「
皇
朝
得
五
品
官
者
、
皆
升
士
流
」

（『
旧
唐
書
』
李
義
府
伝
）
と
規
定
さ
れ
、
門
閥
観
念
は
徹
底
し
て
否
定
さ
れ
、
現
任
の

官
職
に
の
み
よ
っ
て
「
士
流
」
へ
の
所
属
が
決
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
官
品
の
高
下
が

門
地
の
高
下
に
取
っ
て
代
わ
り
、
官
民
の
区
分
は
次
第
に
「
士
族
」「
庶
民
」
の
区
分
に

取
っ
て
代
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
新
し
い
士
族
観
念
が
次
第
に
形
成
さ
れ
て

い
っ
た
。
唐
代
前
期
の
法
令
中
の
「
士
」
に
は
、
特
定
の
含
意
が
あ
っ
た
。『
大
唐
六
典
』

１
９

に
は
「
凡
習
学
文
武
者
為
士
」
と
あ
り
、
文
を
学
ん
だ
者
も
武
術
を
学
ん
だ
者
も
「
士
」

と
称
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
こ
の
範
囲
は
次
第
に
狭
ま
り
、
後
に
は
主
と
し
て
読
書

人
（
学
識
あ
る
人
）
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
梁
粛
は
、
開
元
年
間
（
七
一
三―

七
四

１
８ 

呉
宗
国
『
唐
代
科
挙
制
度
研
究
』
第
十
四
章
・
科
挙
与
社
会
等
級
再
編
成
・
第
二
節
・
士
族

含
義
的
変
化
。 

１
９ 

『
大
唐
六
典
』
巻
三
。 
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一
）
に
「
士
有
不
由
文
学
而
進
、
談
者
所
恥
」
２
０

と
述
べ
、
科
挙
に
お
い
て
文
学
試
験

で
合
格
し
た
進
士
が
尊
ば
れ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
武
人
は
完
全
に
排
除
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
貞
元
一
七
年
（
八
〇
一
）
に
完
成
し
た
杜
佑
『
通
典
』
２
１

に
は
、「
自
是

士
族
所
趨
向
、
惟
明
経
、
進
士
二
科
而
已
」
と
あ
り
、
こ
の
士
族
は
読
書
人
と
い
う
集

団
を
さ
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
、『
旧
唐
書
』
劉
闢
伝
の
元
和
元
年
（
八
〇
六
）
詔
「
劉

闢
生
於
士
族
」
は
、
進
士
出
身
を
指
す
と
判
断
さ
れ
、「
太
和
七
年
（
八
三
三
）
册
皇
太

子
徳
音
」
２
２

に
お
い
て
は
、
百
官
、
士
族
を
包
括
し
て
「
士
大
夫
」
と
呼
び
、
士
族
を

公
卿
、
百
官
に
対
す
る
も
の
と
し
て
お
り
、
こ
の
「
士
大
夫
」
は
主
と
し
て
科
挙
の
参

加
資
格
を
有
す
る
布
衣
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
旧
唐
書
』
巻
一
四
七
・
杜
悰

伝
、
巻
一
六
八
・
独
狐
郁
伝
に
よ
る
と
、「
士
族
之
家
」
は
、
貴
族
と
武
臣
か
ら
区
別
さ

れ
た
科
挙
官
僚
を
指
す
。
こ
れ
ら
用
例
の
検
討
を
経
て
、
唐
朝
後
期
に
は
、
士
族
と
は

科
挙
受
験
を
目
指
す
布
衣
の
家
、
進
士
出
身
者
の
家
族
、
科
挙
官
僚
を
指
し
、
明
確
な

法
律
的
定
義
は
な
い
が
、
ど
の
場
合
に
お
い
て
も
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
旧
士
族
や
そ

の
子
孫
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
新
し
く
意
義
が
付
与
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
一

般
的
に
は
、
士
族
と
は
、
主
と
し
て
科
挙
を
経
て
官
職
に
つ
い
た
者
、
あ
る
い
は
科
挙

受
験
を
目
指
す
も
の
の
い
る
家
族
を
指
す
の
で
あ
る
。 

 

唐
朝
で
は
科
挙
制
度
の
成
立
に
よ
っ
て
、
六
朝
以
来
の
門
閥
貴
族
が
徐
々
に
没
落
し

て
い
く
過
程
を
た
ど
る
。
そ
れ
に
応
じ
て
「
士
」
及
び
「
士
族
」
の
概
念
も
、
唐
朝
初

期
に
お
け
る
門
閥
貴
族
を
指
す
意
味
か
ら
、
唐
朝
後
期
に
は
科
挙
官
僚
及
び
そ
の
予
備

軍
と
し
て
の
読
書
人
を
指
す
よ
う
に
変
化
す
る
。
ま
た
、
唐
朝
初
期
に
明
確
で
あ
っ
た

士
農
工
商
と
い
う
階
層
区
分
も
、
社
会
経
済
の
発
展
に
従
っ
て
、
唐
朝
後
期
に
は
そ
の

区
分
が
曖
昧
に
な
り
、「
士
」
の
境
界
線
が
揺
ら
い
で
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
李
白
の
生

き
た
盛
唐
の
時
代
は
、
上
記
の
よ
う
な
「
士
」
の
意
味
変
化
の
過
渡
期
に
あ
た
る
。
お

そ
ら
く
、盛
唐
時
代
に
は
、「
士
」は
官
僚
層
お
よ
び
そ
の
予
備
軍
の
読
書
人
を
意
味
し
、

 

２
０ 

『
全
唐
文
』
巻
五
二
〇
・
梁
粛
「
侍
御
史
攝
御
史
中
丞
贈
尚
書
戸
部
侍
郎
李
公
墓
誌
銘
」。 

２
１ 

『
通
典
』
巻
十
五
・
選
挙
三
・
歴
代
制
下
。 

２
２ 

『
唐
大
詔
令
集
』
巻
二
九
。 

か
つ
「
士
」
と
「
商
」
と
の
区
別
は
明
確
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

李
白
は
、「
商
」
で
あ
り
な
が
ら
読
書
人
で
あ
る
と
い
う
曖
昧
な
社
会
的
位
置
に
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

四 

科
挙
受
験
者
の
親
戚 

 

李
白
の
親
戚
に
は
科
挙
受
験
者
が
い
る
。
従
甥
（
父
方
の
従
姉
妹
の
息
子
）
の
高
鎮

で
あ
る
。
高
鎮
に
与
え
た
詩
は
二
首
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
首
「
醉
後 

從
甥
の
高

鎮
に
贈
る
」
に
は
、「
君
は
進
士
と
爲
り
て
進
む
を
得
ず
、
我
は
秋
霜
を
被
り
て
旅
鬢
を

生
ず
。」（
あ
な
た
は
科
挙
の
進
士
科
を
受
験
し
た
が
、
合
格
で
き
ず
、
わ
た
し
は
旅
の

途
中
、
秋
の
霜
に
遭
遇
し
て
鬢
髪
が
真
っ
白
に
な
っ
た
。）
と
い
う
。「
進
士
」
は
地
方

政
府
か
ら
推
薦
さ
れ
、
科
挙
の
受
験
資
格
を
得
た
も
の
を
言
う
。
合
格
す
る
と
「
前
進

士
」
と
な
る
２
３

。
父
方
の
従
姉
妹
で
あ
る
李
氏
の
嫁
い
だ
高
家
は
商
業
従
事
者
で
は
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
は
、
天
宝
七
年
（
七
四
八
）
の
作
品
と
さ
れ
て
い
る
。

李
白
が
長
安
宮
廷
を
追
放
さ
れ
た
後
で
、
長
江
下
流
域
を
行
き
来
し
、
春
に
金
陵
、
夏

に
揚
州
、
秋
に
霍
山
（
安
徽
・
六
安
）、
冬
に
廬
江
（
安
徽
）
に
居
た
と
さ
れ
る
。
季
節

は
春
で
あ
る
の
で
、金
陵
で
高
鎮
に
出
会
い
、こ
の
詩
を
送
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

醉
後
贈
從
甥
高
鎮
２
４ 

 

醉
後 

從
甥
の
高
鎮
に
贈
る 

馬
上
相
逢
揖
馬
鞭
，
客
中
相
見
客
中
憐
。 

馬
上
相
逢
ふ
て
馬
鞭
を
揖
し
，
客
中
相
見

て
客
中
に
憐
む
。 

欲
邀
擊
筑
悲
歌
飲
，
正
値
傾
家
無
酒
錢
。 

擊
筑
悲
歌
を
邀
（
む
か
）
へ
て
飲
ま
ん
と

欲
す
る
に
，
正
に
値
ふ 

家
を
傾
け
て
酒
錢
無
き
に
。 

江
東
風
光
不
借
人
，
枉
殺
落
花
空
自
春
。 

江
東
の
風
光
人
に
借
さ
ず
，
枉
殺
す 

落

花
空
し
く
自
づ
か
ら
春
な
る
を
。 

２
３ 

清 

梁
章
鉅 

『
稱
謂
錄
』
學
政
「 

唐
代
有
舉
人
、
進
士
之
名
，
特
為
不
第
者
之
通
稱…

…

及
第
者
及
稱
前
進
士
。 

２
４ 

『
李
太
白
全
集
』
巻
一
〇
。 
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黃
金
逐
手
快
意
盡
，
昨
日
破
產
今
朝
貧
。 

黃
金 

手
を
逐
ふ
て
快
意
に
盡
き
，
昨
日 

產
を
破
っ
て
今
朝
貧
な
り
。 

丈
夫
何
事
空
嘯
傲
，
不
如
燒
却
頭
上
巾
。 

丈
夫
何
事
ぞ
空
し
く
嘯
傲
す
る
，
如
か
ず 

頭
上
の
巾
を
燒
却
せ
ん
に
は
２
５

。 

君
爲
進
士
不
得
進
，
我
被
秋
霜
生
旅
鬢
。 

君
は
進
士
と
爲
る
も
進
む
を
得
ず
，
我
は

秋
霜
を
被
り
て
旅
鬢
に
生
ず
。 

時
清
不
及
英
豪
人
，
三
尺
童
兒
唾
木
廉
藺
。 

時
清
く
し
て
英
豪
人
に
及
ば
ず
，
三
尺

の
童
兒 

廉
藺
を
唾
す
。 

匣
中
盤
劒
裝
䱜
魚
，
閑
在
腰
間
未
用
渠
。 

匣
中
の
盤
劒
䱜
魚
を
裝
ひ
，
閑
に
腰
間
に

在
っ
て
未
だ
渠
（
か
れ
）
を
用
ゐ
ず
。 

且
將
換
酒
與
君
醉
，
醉
歸
託
宿
吳
專
諸
。 

且
つ
將
に
酒
に
換
へ
て
君
と
醉
ひ
，
醉
歸

し
て
吳
の
專
諸
に
託
宿
せ
ん
と
す
。 

（
高
鎮
く
ん
と
は
、
旅
の
途
中
、
馬
上
で
出
会
い
、
鞭
を
手
に
挨
拶
を
交
わ
し
た
が
、

旅
先
で
お
会
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
残
念
に
思
う
。
高
漸
離
が
荊
軻
と
酒
を
飲

む
時
、
筑
を
打
ち
鳴
ら
し
て
音
楽
を
奏
で
、
歌
を
歌
っ
て
酒
を
飲
ん
だ
と
い
う
が
、
私

は
ち
ょ
う
ど
家
産
を
蕩
尽
し
て
酒
代
に
欠
く
始
末
。
江
南
の
春
景
色
は
人
の
た
め
に
留

ま
っ
て
は
く
れ
ず
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
て
い
く
、
い
ま
こ
こ
で
痛
飲
し
て
楽

し
ま
な
け
れ
ば
、
無
駄
に
春
は
過
ぎ
去
り
落
花
舞
う
素
晴
ら
し
い
季
節
は
終
わ
っ
て
し

ま
う
。
こ
れ
ま
で
黄
金
が
手
に
入
っ
て
も
す
ぐ
さ
ま
使
い
果
た
し
、
昨
日
破
産
し
今
日

は
貧
乏
暮
ら
し
だ
。男
た
る
も
の
ど
う
し
て
酒
無
し
で
む
な
し
く
放
歌
長
嘯
し
よ
う
か
。

 

２
５ 

『
陶
淵
明
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
）
巻
三
・
飲
酒
・
第
二
十
「
若
復
不
快
飲
，
空

負
頭
上
巾
。」『
宋
書
』
巻
九
三
・
隠
逸
・
陶
潜
伝
「
郡
將
候
潜
，
値
其
酒
熟
，
取
頭
上
葛
巾
漉

そ
れ
く
ら
い
な
ら
頭
の
頭
巾
を
燃
や
し
て
し
ま
お
う
（
陶
淵
明
は
酒
を
濾
す
の
に
頭
巾

を
使
っ
た
と
い
う
が
、
何
の
役
に
も
立
た
な
い
の
だ
か
ら
燃
や
し
て
し
ま
お
う
）。
あ
な

た
は
科
挙
の
進
士
科
を
受
験
し
た
が
、
合
格
で
き
ず
、
わ
た
し
は
旅
の
途
中
、
秋
の
霜

に
遭
遇
し
て
鬢
髪
が
真
っ
白
に
な
っ
た
。太
平
の
世
に
は
英
雄
、豪
傑
は
徴
用
さ
れ
ず
、

戦
国
時
代
の
趙
の
英
雄
で
あ
る
廉
頗
と
藺
相
如
も
子
供
に
軽
蔑
さ
れ
る
。
我
が
家
に
は

鮫
皮
の
鞘
に
納
め
た
剣
が
箱
に
収
め
ら
れ
て
あ
り
、
い
ま
腰
に
静
か
に
下
げ
て
い
る
が

使
用
す
る
機
会
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
し
ば
し
、
こ
の
剣
を
酒
代
に
し
て
あ
な
た
と

大
い
に
酔
っ
払
い
、
春
秋
時
代
の
呉
の
刺
客
で
あ
っ
た
専
諸
の
よ
う
な
侠
気
あ
る
人
の

家
に
酔
っ
払
っ
て
帰
る
こ
と
と
し
よ
う
。） 

  

こ
の
詩
は
、
旅
先
で
親
戚
の
高
鎮
に
偶
然
出
会
い
、
一
緒
に
酒
盛
り
を
し
た
後
、
高

鎮
に
贈
っ
た
詩
で
あ
る
。
高
鎮
は
科
挙
の
進
士
科
を
受
験
し
た
が
合
格
で
き
ず
に
い
る

こ
と
を
慰
め
る
内
容
と
も
な
っ
て
い
る
。（
一
）
相
手
へ
の
共
感
は
詩
全
体
に
現
れ
、
特

に
強
調
さ
れ
る
の
は
（
二
）
視
点
転
換
で
、
行
く
春
を
逃
さ
ず
今
楽
し
も
う
と
い
う
視

点
の
提
示
で
あ
る
。
し
か
し
、
落
第
と
い
う
彼
自
身
の
問
題
に
対
し
て
は
、「
時
清
く
し

て
英
豪
人
に
及
ば
ず
」
と
い
い
、
太
平
の
世
で
あ
る
か
ら
、
英
雄
豪
傑
は
無
用
の
存
在

と
な
る
の
だ
と
い
う
今
一
つ
の
（
二
）
視
点
転
換
を
示
し
て
い
る
。「
英
豪
人
」
に
は
李

白
自
身
も
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
科
挙
落
第
と
い
う
高
鎮
の
経
験
自
体
に
自
分
を
重

ね
る
こ
と
は
な
く
、
距
離
を
置
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
は
、
や
は
り
李
白
が
科
挙

制
度
の
外
に
い
た
人
物
で
あ
る
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。「
君
爲
進
士
不
得
進
，
我
被
秋
霜

生
旅
鬢
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
科
挙
に
合
格
で
き
な
い
高
鎮
と
対
に
な
る
の
は
、
旅

先
で
老
い
る
李
白
で
あ
り
、
科
挙
を
通
じ
て
出
世
を
志
向
す
る
高
鎮
的
世
界
か
ら
は
一

歩
離
れ
た
と
こ
ろ
に
李
白
は
い
る
の
で
あ
る
。 

 

五 

李
白
の
自
己
認
識 

酒
，
畢
，
還
復
著
之
。」 
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李
白
は
自
ら
を
社
会
的
存
在
と
し
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
か
、李
白
は「
士
」

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
が
当
然
問
う
べ
き
問
題
と
し
て
出
て
く

る
。
本
論
文
で
問
題
に
し
た
の
は
、
唐
代
の
行
政
文
書
や
法
令
に
出
現
す
る
、
科
挙
の

受
験
資
格
に
関
連
し
た
社
会
階
層
を
意
味
す
る
「
士
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
唐
代
に
お
け

る
社
会
的
経
済
的
変
化
に
対
応
し
て
意
味
が
変
化
し
て
い
る
概
念
で
あ
り
、
特
定
の
時

期
に
お
け
る
意
味
を
確
定
的
に
は
示
し
難
い
。
さ
ら
に
、
李
白
の
詩
歌
中
に
出
現
す
る

「
士
」
は
、
こ
う
し
た
社
会
的
階
層
を
示
す
「
士
」
と
は
異
な
り
、
一
般
的
に
「
男
子

の
美
称
」
と
し
て
熟
語
成
分
の
一
要
素
と
し
て
機
能
し
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
読
書
人
の
通
称
と
し
て
の
「
士
」
の
意
識
が
全
く
な

い
と
は
言
え
な
い
。
以
下
、
李
白
の
自
己
認
識
を
「
士
」
で
表
現
さ
れ
た
も
の
に
つ
い

て
見
て
い
く
。
ま
ず
、「
捜
韻
」
サ
イ
ト
を
用
い
て
、
李
白
詩
中
か
ら
「
士
」
を
検
索
す

る
と
、
九
三
ヶ
所
ヒ
ッ
ト
す
る
。
単
独
の
「
士
」
の
ほ
か
、
壮
士
、
窮
士
、
経
済
士
、

侯
門
士
、
三
玄
士
、
司
士
、
士
卒
、
醜
士
、
進
士
、
大
士
、
美
（
一
作
英
）
士
、
力
士
、

烈
士
、
曠
士
、
俠
士
、
最
下
士
、
下
士
、
義
士
、
居
士
、
好
士
、
節
士
、
達
士
、
猛
士
、

虎
士
、
高
士
、
方
士
、
通
方
士
、
國
士
、
戰
士
、
豪
士
、
處
士
、
道
士
、
壮
士
、
世
上

士
、
青
雲
士
が
現
れ
る
。
最
も
有
名
な
も
の
が
、
次
の
詩
で
あ
る
。 

 

答
湖
州
迦
葉
司
馬
問
白
是
何
人 

湖
州
の
迦
葉
司
馬
の
白
は
是
れ
何
人
ぞ
と
問
ふ
に
答

ふ
２
６ 

青
蓮
居
士
謫
仙
人
，
酒
肆
藏
名
三
十
春
。 

青
蓮
居
士
謫
仙
人
，
酒
肆
名
を
藏
す
三
十

春
。 

湖
州
司
馬
何
須
問
，
金
粟
如
來
是
後
身
。 

湖
州
司
馬
何
ぞ
問
ふ
を
須
ゐ
ん
，
金
粟
如

來
是
れ
後
身
。 

 

２
６ 

『
李
太
白
全
集
』
巻
十
九
。 

２
７ 

『
李
太
白
全
集
』
巻
十
。 

２
８ 

そ
れ
ぞ
れ
、『
李
太
白
全
集
』
巻
三
、
七
、
十
二
、
十
三
、
十
四
、
十
八
、
十
九
、
十
九
。 

２
９ 

『
李
太
白
全
集
』
巻
二
十
二
。 

  

戯
れ
の
作
で
は
あ
る
が
、
自
ら
を
「
青
蓮
居
士
謫
仙
人
」
と
名
乗
っ
て
い
る
。
道
教

的
要
素
と
仏
教
的
要
素
の
混
じ
っ
た
戯
作
で
あ
る
が
、「
居
士
」
と
い
う
有
徳
で
官
職
に

つ
い
て
い
な
い
人
物
と
い
う
自
己
像
を
示
し
た
詩
で
あ
る
。
ま
た
、「
草
創
大
還
贈
柳
官

迪
」
詩
２
７

で
は
「
抑
予
是
何
者
，
身
在
方
士
格
（
抑
も
予
は
是
れ
何
者
ぞ
，
身
は
方
士

の
格
に
在
り
）」
と
、
金
丹
の
製
造
を
行
う
方
術
の
士
と
自
称
し
て
い
る
。
こ
れ
も
当
時

の
一
般
的
な
「
士
」
の
階
層
か
ら
離
れ
た
人
物
像
を
提
示
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
他
、
自
己
を
「
壮
士
」（
勇
猛
果
敢
な
人
物
）
と
し
て
提
示
す
る
詩
が
八
首
あ
る
。

「
梁
甫
吟
」「
豳
歌
行
上
新
平
長
史
兄
粲
」「
書
懷
贈
南
陵
常
贊
府
」「
淮
陰
書
懷
寄
王
宋

城
」「
遊
敬
亭
寄
崔
侍
御
」「
登
黃
山
凌
歊
台
送
族
弟
溧
陽
尉
濟
充
泛
舟
赴
華
陰
」「
五
月

東
魯
行
答
汶
上
翁
」「
酬
崔
五
郎
中
」
２
８

で
あ
る
。
ま
た
、「
国
士
」（
国
家
に
お
け
る
傑

出
し
た
人
材
）
と
自
認
す
る
「
下
途
歸
石
門
舊
居
」
詩
２
９

、「
豪
士
」（
豪
放
任
俠
の
士
）

と
称
す
る
「
金
陵
鳳
凰
台
置
酒
」
詩
３
０

が
あ
る
。「
贈
宣
城
趙
太
守
悅
」
詩
３
１

に
お
け

る
「
醜
士
」（
身
分
卑
し
く
醜
い
人
）
は
謙
遜
の
辞
で
あ
ろ
う
。「
送
楊
燕
之
東
魯
」
詩

３
２

に
お
け
る
「
侯
門
士
」
は
、「
我
固
侯
門
士
，
謬
登
聖
主
筵
」（
私
は
元
々
諸
侯
の
門

を
官
職
を
求
め
て
訪
ね
歩
く
人
物
で
あ
っ
た
が
、
間
違
っ
て
宮
廷
に
お
仕
え
す
る
こ
と

に
な
っ
た
）
と
、
長
安
で
の
宮
廷
生
活
以
前
の
自
分
を
表
現
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

基
本
的
に
は
「
官
職
に
つ
い
て
い
な
い
優
れ
た
人
材
」
と
い
う
の
が
李
白
の
自
己
表
現

で
あ
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
士
」（
読
書
人
）
で
あ
り
、「
士
」（
優

れ
た
人
材
）
と
い
う
自
己
認
識
も
あ
り
な
が
ら
、
社
会
的
範
疇
で
あ
る
「
士
」
か
ら
疎

外
さ
れ
た
人
物
が
李
白
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 
こ
こ
で
、
同
時
代
の
も
う
一
人
の
著
名
な
詩
人
杜
甫
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。
杜
甫

に
は
李
白
と
は
異
な
る
「
士
」
へ
の
共
感
が
見
ら
れ
る
。
杜
甫
に
お
け
る
「
士
」
は
、

３
０ 

『
李
太
白
全
集
』
巻
二
十
。 

３
１ 

『
李
太
白
全
集
』
巻
十
二
。 

３
２ 

『
李
太
白
全
集
』
巻
十
七
。 
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社
会
的
範
疇
と
し
て
の
「
士
」
へ
の
顕
著
な
共
感
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
言
い
換
え
る

と
、
自
分
を
社
会
的
範
疇
と
し
て
の
「
士
」
に
属
す
る
と
し
、
「
士
」
以
外
を
共
感
の

枠
外
に
置
く
行
為
と
な
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
杜
甫
「
春
望
」
３
３

の
最
後
の
二
句

「
白
頭
掻
更
短
、
渾
欲
不
勝
簪
」
は
、
官
吏
と
し
て
唐
王
朝
に
仕
え
る
こ
と
の
出
来
な

く
な
っ
た
こ
と
を
嘆
く
も
の
で
あ
り
、
自
ら
を
社
会
的
範
疇
と
し
て
の
「
士
」
の
立
場

に
置
い
て
の
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
官
僚
階
層
出
身
の
士
族
層
に
と
っ
て
は
当

た
り
前
の
認
識
で
あ
っ
た
。
杜
甫
「
茅
屋
為
秋
風
所
破
歌
」
３
４

の
最
終
句
で
あ
る
「
安

得
廣
廈
千
萬
間
、
大
庇
天
下
寒
士
倶
歡
顔
、
風
雨
不
動
安
如
山
」
も
、
自
ら
の
平
安
を

差
し
置
い
て
、
「
天
下
の
寒
士
」
の
安
寧
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
無
論
、
「
天
下
の
寒

士
」
の
一
部
と
し
て
自
ら
が
そ
こ
に
含
ま
れ
て
お
り
、
彼
の
共
感
の
対
象
が
官
僚
階
層

へ
と
連
な
る
「
士
」
の
内
部
に
留
ま
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
方
、
李
白
は
異
な
る
。

唐
代
の
著
名
な
詩
人
の
ほ
と
ん
ど
が
、
官
職
へ
と
連
な
る
「
士
」
と
い
う
階
層
内
の
人

で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
李
白
は
極
め
て
特
異
な
詩
人
、
特
別
な
存
在
の
人
物

で
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。 

 

 

３
３ 

﹃
杜
詩
詳
註
﹄︵
中
華
書
局
︑
一
九
七
九
年
︶
巻
四
︒ 

３
４ 

﹃
杜
詩
詳
註
﹄
巻
一
〇
︒ 
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